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強磁性 と反強磁性のランダム系に対する理論は,従来は主としてbondmodelについ

て行われていた｡これは一般にbondmodelが 5itemodelより扱いやすいためであるO

実験的にはSitemodelに相当するものが試料が得やすい｡そこでbondmodelのOguchi-

Ueno(0.U.)のROP理論 (∫.Phys.Soc.Japan43(1977)764)をSitemodelに拡張 し

てみる｡

二次元正方格子を扱う.A,B原子の濃度をcA, CB相互作用はJAA>0,JBB<0,

JAB≧0とする. A喜(B:)はdsite上のA(B)が±spinをもつもので, それらの存在

確率はo±(T±)(Psiteのものはot(T圭)),それらが受ける分子場は±hA (±hB)

とする｡第 1図のclusterの存在確率は cA4C呈.,B30126'_TlであるO このような70

種類のclustersを用いて0.U.の方法で,まず o±などを計算するo oi-与 (1±mA ),

･±-与(1±-B)(Psiteのものは ′をつける)で定義された畑 ,それぞれのT- 0
における磁化である｡その結果を2,4図に示す.,つぎに有限温度にして,70種類のclusters

を用いて, hA- 0, hB- 0の極限をとってROPのTcを求めるoその結果を第3,

5図に示す｡第 6図はS.C.格子におけるco汀LputerSimulationの結果 (上野,小野 )で
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ある｡
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